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標準的な手続の進行 

②申込人が ADR センターへ利用契約書を提出 

③事務長による申込みの受理・不受理の決定 

④受理：紛争解決手続の開始 不受理⇒手続終了 

相手方が相手方パー

トナー司法書士との

利用相談に応じない 

⇒手続終了 

⑥相手方が相手方パートナー司法書士

との利用相談に応じる 

⇒相手方パートナー司法書士が相手方

にＡＤＲセンターの手続について説明 

 

 
相手方が参加を拒否 

⇒手続終了 

 

⑦相手方が ADR センターへ利用契約書

を提出 

⑧センター長が手続実施者を選任 

⑨第 1 回手続実施期日（事務長又は事件管理者が調整） 

⑩第 2 回手続実施期日（原則として手続実施者が調整） 

⑪第 3 回手続実施期日（原則として手続実施者が調整） 

⑫和解の成立

による終了 

手続実施者による終了

（成立の見込みなし等） 

当事者による終

了（契約の解除） 
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①申込人パートナー司法書士が申込人に ADR センターの手続について説明 
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⑤事務長又は事件管理者が相手方に紛争解決手続実施の申込みがあったこと

などを通知 


